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1 動機（経緯） 

当ＪＡにおきましては、創造的自己改革の挑戦で「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」

「地域の活性化」を掲げています。地域密着型金融として、「農業融資」商品の開発、提

案による農家組合員の生産効率向上や安定経営支援に役立ち、必要とされる金融機関でな

ければならないと考えました。 

2 概要 

農作業の機械化や受け継がれる農地の保全等、農家組合員の農作業効率化ニーズが多様化

する中、地域農業の振興と農地保全等を図ることを目的に、ＪＡ独自の低金利での農業資

金やＪＡバンクによる利子補給や保証料助成を活用できる制度資金を提案しました。 

融資担当者と営農担当者との情報交換や勉強会を開催しました。支店ごとの目標を設定す

るなど組合員のニーズ調査、提案への意識向上に努めました。 

3 成果（効果） 

2018 年 12 月末時点において農業融資実績も前年度比 117.4％を達成しました。農業機械

供給高も増加しました。オリジナルチラシや看板を作成し、ＪＡ農業融資の優位性につい

て農機センターをはじめとする経済店舗、各支店でＰＲしたことで利用者への認知度向上

にもつながりました。 

4 今後の予定 

農家組合員が栽培した安心・安全な農産物を地域の准組合員や利用者に消費していただき

ます。消費者の皆さまがＪＡバンクを利用頂くことで農家支援につながると考えていま

す。地域密着型金融としての機能を活用し、金融面からの地域振興に努めていく予定です。 

 

【農業資金ＰＲチラシ】 


